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Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1 管の基本板厚計算書 
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(1) 原子炉補機冷却水系 

(2) 原子炉補機冷却海水系 
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(1) 原子炉補機冷却水系 
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅴ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物

の強度計算の基本方針」及びⅤ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づ

いて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び

略語については，Ⅴ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

・評価条件整理表

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

1 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

2 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

3 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

4 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

4 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 70 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

5 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

6 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 70 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

6 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

7 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

8 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

同等性
評価区分

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

評価
クラスクラス

アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件

クラスアップするか 条件アップするか

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

9 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

10 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

11 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

12 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

13 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

14 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

15 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

16 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

17 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

18 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

評価
クラスクラス

アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

19 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

20 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

21 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

22 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

23 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

24 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

25 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

26 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

27 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

28 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

29 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

30 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

31 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 70 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

32 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 70 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

33 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

34 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

35 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

36 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

37 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

38 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

39 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

40 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

41 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

42 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

43 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

44 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T1 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T2 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T3 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T4 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

T5 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T6 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T7 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T8 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T9 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T10 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T11 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T12 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 70 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

T13 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T14 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

T15 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T16 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T17 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T18 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.37 70 1.37 90 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T19 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

T20 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 1.37 90 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2

T21 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T22 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T23 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T24 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

T25 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

F1 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 70 1.37 70 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

評価
クラス

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか

クラスアップするか 条件アップするか

クラス
アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件



・適用規格の選定

ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

1 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

2 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

3 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

4 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

4 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

5 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

6 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

6 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

7 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

8 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

9 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

10 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

11 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

12 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

13 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

14 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

15 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

16 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

17 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

18 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

19 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

20 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

21 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

22 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

23 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

24 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

25 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

26 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

27 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

28 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

29 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

30 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

31 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

32 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

33 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

34 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

35 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

36 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

37 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

38 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

39 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

40 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

41 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

42 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

43 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

44 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T1 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T2 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T3 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T4 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T5 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T6 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T7 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T8 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T9 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T10 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T11 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T12 管の穴と補強計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

T13 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T14 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

T15 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T16 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T17 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T18 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T19 管の穴と補強計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

T20 管の穴と補強計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

T21 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T22 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T23 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T24 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T25 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

F1 フランジの強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(1) R0

2.  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

1 1.37    70   318.50 10.30 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  9.01 2.11 C 3.80 

2 1.37    70   318.50 10.30 SM400C W 2 100     0.70    3.10 C 3.80 

3 1.37    70   457.20 9.50 SM400C W 2 100     0.70    4.44 A 4.44 

4 1.37    70   457.20 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 3.03 C 3.80 

5 1.37    70   609.60 9.50 SM400C W 2 100     0.70    5.92 A 5.92 

7

6 1.37    70   216.30 8.20 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  7.17 1.43 C 3.80 

7 1.37    70   466.80 14.30 SM400C W 2 100     0.70    4.54 A 4.54 

8 1.37    70   628.60 19.00 SM400C W 2 100     0.70    6.11 A 6.11 

9 1.37    70   609.60 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 4.04 A 4.04 

10 1.37    70   616.00 19.00 SM400C W 2 100     0.70    5.99 A 5.99 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。
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　  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

11 1.37    70   416.00 14.30 SM400C W 2 100     0.70    4.04 A 4.04 

12 1.37    70   406.40 9.50 SM400C W 2 100     0.70    3.95 A 3.95 

13 1.37    70   406.40 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 2.69 C 3.80 

14 1.37    90   406.40 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 2.69 C 3.80 

15 1.37    90   406.40 9.50 SM400C W 2 100     0.70    3.95 A 3.95 

8

16 1.37    90   609.60 9.50 SM400C W 2 100     0.70    5.92 A 5.92 

17 1.37    90   628.60 19.00 SM400C W 2 100     0.70    6.11 A 6.11 

18 1.37    90   609.60 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 4.04 A 4.04 

19 1.37    90   466.80 14.30 SM400C W 2 100     0.70    4.54 A 4.54 

20 1.37    90   457.20 9.50 SM400C W 2 100     0.70    4.44 A 4.44 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。
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　  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

21 1.37    90   457.20 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 3.03 C 3.80 

22 1.37    90   216.30 8.20 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  7.17 1.43 C 3.80 

23 1.37    70   70.10 8.70 S25C S 2 110     1.00    0.44 C 2.70 

(径≦100㎜)

24 1.37    70   77.00 7.90 S25C S 2 110     1.00    0.48 C 2.70 

(径≦100㎜)

25 1.37    70   165.20 7.10 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  6.21 1.10 C 3.80 

9

26 1.37    70   139.80 6.60 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  5.77 0.93 C 3.80 

27 1.37    70   114.30 6.00 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  5.25 0.76 C 3.40 

28 1.37    70   60.50 5.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  4.81 0.40 C 2.40 

29 1.37    70   77.00 7.90 S25C S 2 110     1.00    0.48 C 2.70 

(径≦100㎜)

30 1.37    70   355.60 11.10 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  9.71 2.36 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。
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　  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

31 1.37    70   267.40 9.30 SFVC2B S 2 120     1.00    1.52 C 3.80 

32 1.37    70   282.60 16.90 SFVC2B S 2 120     1.00    1.61 C 3.80 

33 1.37    70   328.90 15.50 SM400C W 2 100     0.70    3.20 C 3.80 

34 1.37    90   282.60 16.90 SFVC2B S 2 120     1.00    1.61 C 3.80 

35 1.37    90   267.40 9.30 SFVC2B S 2 120     1.00    1.52 C 3.80 

1
0

36 1.37    70   267.40 9.30 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.13 1.77 C 3.80 

37 1.37    70   355.60 11.10 SM400C W 2 100     0.70    3.46 C 3.80 

38 1.37    70   508.00 9.50 SM400C W 2 100     0.70    4.94 A 4.94 

39 1.37    70   366.80 16.70 SM400C W 2 100     0.70    3.57 C 3.80 

40 1.37    70   517.60 14.30 SM400C W 2 100     0.70    5.03 A 5.03 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。
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　  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

41 1.37    70   508.00 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 3.36 C 3.80 

42 1.37    70   508.00 16.00 SM400C W 2 100     0.70    4.94 A 4.94 

43 1.37    70   229.10 14.60 SF440A S 2 110     1.00    1.42 C 3.80 

44 1.37    70   216.30 8.20 SF440A S 2 110     1.00    1.34 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。

1
1



3.  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T1      　　　Ａｒ （mm
2
）           2.025×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.445×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.740×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 624.0           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.350×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.619×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.914×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 624.0           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 466.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -2.847×105

　　　ｔｂｒ （mm） 3.05          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T2      　　　Ａｒ （mm
2
）           2.725×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           3.980×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           2.727×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
）           1.173×10

3

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）         

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.817×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.980×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.727×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）           1.173×10

3

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 628.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 19.00          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -1.800×104

　　　ｔｂｒ （mm） 4.10          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡ及びＬＡＤは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T3      　　　Ａｒ （mm
2
）           1.501×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           2.425×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.720×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 624.0           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 466.80          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 14.30          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）         

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.18          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.001×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.425×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           1.720×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 624.0           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 466.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.170×104

　　　ｔｂｒ （mm） 3.05          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡ及びＬＡＤは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T4      　　　Ａｒ （mm
2
）           2.605×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           9.406×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           8.114×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
）           1.291×10

3

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 0             

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 616.00          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.20          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.736×103

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           5.348×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           4.057×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）           1.291×10

3

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 0             

　　　Ｄｏｂ （mm） 616.00          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 19.00          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -5.680×105

　　　ｔｂｒ （mm） 4.01          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）              　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T5      　　　Ａｒ （mm
2
） 904.0           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.461×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
） 881.5           

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 498.1           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 609.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 4.16          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 229.10          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.60          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.656×103

　　　ｔｂｒ （mm） 1.28          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T6      　　　Ａｒ （mm
2
）           1.792×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.610×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.882×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 646.4           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.195×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.306×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.579×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 646.4           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 416.00          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.208×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.70          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T7      　　　Ａｒ （mm
2
）           2.725×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           3.980×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           2.727×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
）           1.173×10

3

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）         

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.817×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.980×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.727×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）           1.173×10

3

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 628.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 19.00          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -1.800×104

　　　ｔｂｒ （mm） 4.10          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡ及びＬＡＤは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T8      　　　Ａｒ （mm
2
） 904.0           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.461×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
） 881.5           

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 498.1           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 609.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 4.16          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 229.10          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.60          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.656×103

　　　ｔｂｒ （mm） 1.28          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T9      　　　Ａｒ （mm
2
）           2.025×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.445×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.740×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 624.0           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.350×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.619×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.914×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 624.0           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 466.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -2.847×105

　　　ｔｂｒ （mm） 3.05          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡは構造上取り得る範囲とした。

20

K
7
 
①

 
Ⅴ
-
3
-
3
-
3
-
5
-
1
-
6
-
1
(
1
)
 
R
0



　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T10     　　　Ａｒ （mm
2
） 303.7           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.062×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
） 592.9           

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 387.7           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 STPT410

　　　Ｓｒ （MPa） 103             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 406.40          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm） 389.78          

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm） 194.89          

　　　Ｑｒ 12.5 %         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm） 8.31          　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 2.69          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η 1.00          　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 125.50          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 11.60          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.184×104

　　　ｔｂｒ （mm） 0.67          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ 0.3574        　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm） 104.22          　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　補強を要しない穴の最大径

　　設計・建設規格　PPC-3422　準用

 　   ＮＯ．            T11

  形   　 式            A

  最高使用圧力　　　　　 （MPa） 1.37          

　最高使用温度 （℃） 70             

　主管と管台の角度　　　 （°）              

　材　　料 STPT410

　許容引張応力　　 Ｓｒ （MPa） 103             

主 　外　　径　　　　 Ｄｏｒ （mm） 216.30          

　内　　径　　　　 Ｄｉｒ （mm） 201.96          

　公称厚さ　　　　 ｔｒｏ （mm） 8.20          

管 　厚さの負の許容差 Ｑｒ 12.5 %         

　最小厚さ　　　　 ｔｒ （mm） 7.17          

　継手効率　　　 　η 1.00          

管 　材　　料 S25C(径≦100㎜)

　外　　径　　　　 Ｄｏｂ （mm） 70.10          

　内　　径　　　　 Ｄｉｂ （mm）           

台 　公称厚さ　　　　 ｔｂｎ （mm） 8.70          

  穴の径　　　　　　　　 ｄ （mm）           

　ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4 （mm） 50.49          

　61，ｄｒ１　の小さい値 （mm） 50.49          

　Ｋ  0.2205        

　200，ｄｒ２の小さい値 （mm） 85.76          

　補強不要な穴の最大径　 ｄｆｒ （mm） 85.76          

　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒ

　　よって管の穴の補強計算は必要ない。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T12     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.122×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.763×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.094×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 588.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 609.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 4.16          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SFVC2B 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 120             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 282.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.90          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -4.536×103

　　　ｔｂｒ （mm） 1.45          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T13     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.381×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           4.890×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           3.975×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 834.4           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2） 920.8           

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.903×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           1.987×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 834.4           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 328.90          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 15.50          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -2.684×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.08          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T14     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.544×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.503×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.444×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 978.1           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.029×103

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.281×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.222×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 978.1           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 366.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.70          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.001×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.33          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T15     　　　Ａｒ （mm
2
） 373.6           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.250×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
） 729.5           

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 439.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 STPT410

　　　Ｓｒ （MPa） 103             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 406.40          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm） 389.78          

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm） 194.89          

　　　Ｑｒ 12.5 %         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm） 8.31          　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 2.69          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η 1.00          　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 152.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 13.00          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.917×104

　　　ｔｂｒ （mm） 0.82          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ 0.3574        　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm） 104.22          　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T16     　　　Ａｒ （mm
2
） 373.6           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.250×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
） 729.5           

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 439.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 STPT410

　　　Ｓｒ （MPa） 103             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 406.40          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm） 389.78          

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm） 194.89          

　　　Ｑｒ 12.5 %         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm） 8.31          　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 2.69          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η 1.00          　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 152.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 13.00          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.917×104

　　　ｔｂｒ （mm） 0.82          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ 0.3574        　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm） 104.22          　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T17     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.792×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.610×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.882×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 646.4           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.195×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.306×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.579×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 646.4           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 416.00          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.208×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.70          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T18     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.544×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           5.503×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           4.444×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 978.1           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 628.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 19.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 4.29          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.029×103

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.281×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.222×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 978.1           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 366.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.70          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.001×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.33          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T19     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.122×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.763×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.094×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 588.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 609.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 4.16          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SFVC2B 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 120             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 282.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.90          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -4.536×103

　　　ｔｂｒ （mm） 1.45          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

30

K
7
 
①

 
Ⅴ
-
3
-
3
-
3
-
5
-
1
-
6
-
1
(
1
)
 
R
0



　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T20     　　　Ａｒ （mm
2
） 841.3           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           2.025×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.356×10

3

　最高使用温度 （℃） 90             　　　Ａ２ （mm
2
） 588.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 457.20          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.12          　　　ＡｒＤ （mm2） 560.9           

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           1.348×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2） 677.9           

　管台材料 SFVC2B 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 588.6           

　　　Ｓｂ （MPa） 120             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 282.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.90          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -5.695×104

　　　ｔｂｒ （mm） 1.45          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T21     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.271×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           4.023×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           3.118×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 823.7           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 517.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 14.30          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.53          　　　ＡｒＤ （mm2） 847.1           

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.464×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           1.559×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 823.7           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 366.80          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.70          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -1.931×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.33          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T22     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.858×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           2.425×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.743×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 601.6           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 517.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 14.30          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）         

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.53          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.239×103

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.425×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           1.743×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 601.6           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 517.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N） -600.0           

　　　ｔｂｒ （mm） 3.40          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡ及びＬＡＤは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T23     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.767×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           6.570×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           5.652×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 918.0           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 0             

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 508.00          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 16.00          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.46          　　　ＡｒＤ （mm2）           1.178×103

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           3.744×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.826×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 918.0           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 0             

　　　Ｄｏｂ （mm） 508.00          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 16.00          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -4.001×105

　　　ｔｂｒ （mm） 3.30          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）              　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

34

K
7
 
①

 
Ⅴ
-
3
-
3
-
3
-
5
-
1
-
6
-
1
(
1
)
 
R
0



　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T24     　　　Ａｒ （mm
2
） 751.9           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.603×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.024×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 498.1           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 508.00          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 3.46          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 229.10          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.60          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -3.209×104

　　　ｔｂｒ （mm） 1.28          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T25     　　　Ａｒ （mm
2
）           1.475×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           3.412×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 1.37          　　　Ａ１ （mm
2
）           2.685×10

3

　最高使用温度 （℃） 70             　　　Ａ２ （mm
2
） 646.4           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 517.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 14.30          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）           

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 3.53          　　　ＡｒＤ （mm2） 983.1           

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.537×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           1.810×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 646.4           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 416.00          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -1.306×105

　　　ｔｂｒ （mm） 2.70          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡは構造上取り得る範囲とした。
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4.  フランジの強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3414　準用

　（ＪＩＳ　Ｂ　８２６５　附属書3適用）

　設計条件 　モーメントの計算

　　　ＮＯ． F1 　　ＨＤ （N）         1.940×10
5

  　形   　 式 一体形(TYPE-4) 　　ｈＤ （mm） 47.65        

  　設計圧力　　　Ｐ　 （MPa） 1.65          　　ＭＤ （N･mm）         9.246×10
6

　　最高使用圧力　Ｐｏ （MPa） 1.37          　　ＨＧ （N）         1.314×105

　　最高使用温度 （℃） 70             　　ｈＧ （mm） 27.66        

　　ＭＧ （N･mm）         3.634×106

　フランジ 　　ＨＴ （N）         7.325×10
4

　　材　　　料 SF440A 　　ｈＴ （mm） 44.48        

（MPa） 110             　　ＭＴ （N･mm）         3.258×10
6

（MPa） 110             　　Ｍｏ （N･mm）         1.614×107

　　　Ａ （mm）           　　Ｍｇ （N･mm）         1.172×107

　　　Ｂ （mm）           

　　　Ｃ （mm）           

　　　ｇ０ （mm）           　フランジの厚さと係数

　　　ｇ１ （mm）           　　ｈｏ （mm） 60.665       

　　　ｈ （mm）           　　ｆ 1.000       

　　Ｆ 0.644       

　ボルト 　　Ｖ 0.069       

　　材　　　料 S30C(径≦40㎜) 　　Ｋ 1.446       

（MPa） 83             　　Ｔ 1.734       

（MPa） 83             　　Ｕ 5.976       

　　　ｄｂ （mm） 20.752         　　Ｙ 5.438       

　　　ｄｉ （mm） 　　Ｚ 2.836       

　　　ｎ 16             　　ｄ （mm3） 471455           

　　ｅ （mm
-1
） 0.01062     

　ガスケット 　　ｔ （mm）         

　　材　　　料 　　Ｌ 1.126       

　　ガスケット厚さ （mm）            

　　　Ｇ （mm）           　応力の計算

　　　Ｇｓ （mm）           　　σＨｏ （MPa） 62           

　　　Ｎ （mm）           　　σＲｏ （MPa） 26           

　　　ｍｇ 2.75          　　σＴｏ （MPa） 21           

　　　ｙ （N/mm2） 25.5           　　σＨｇ （MPa） 34           

　　　ｂｏ （mm）           　　σＲｇ （MPa） 19           

　　　ｂ （mm）           　　σＴｇ （MPa） 15           

　ボルトの計算

　　　Ｈ （N）              2.673×105 　応力の評価

　　　ＨＰ （N）              1.314×10
5

　　　Ｗｍ１ （N）              3.987×105 　　　　　σＨｏ　≦　1.5・σｆｂ

　　　Ｗｍ２ （N）              3.700×10
5 　　　　　σＨｇ　≦　1.5・σｆａ

　　　Ａｍ１ （mm
2
）              4.803×10

3 　　　　　σＲｏ　≦　1.5・σｆｂ

　　　Ａｍ２ （mm2）              4.458×103 　　　　　σＲｇ　≦　1.5・σｆａ

　　　Ａｍ （mm
2
）              4.803×10

3 　　　　　σＴｏ　≦　1.5・σｆｂ

　　　Ａｂ （mm2）              5.412×103 　　　　　σＴｇ　≦　1.5・σｆａ

　　　Ｗｏ （N）              3.987×10
5

　　　Ｗｇ （N）              4.239×105

　　評価：　Ａｍ　＜　Ａｂ 　　　以上より十分である。

　　よって十分である。
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(2) 原子炉補機冷却海水系 
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅴ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物

の強度計算の基本方針」及びⅤ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づ

いて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び

略語については，Ⅴ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(2) R0

・評価条件整理表

圧力
(MPa)

温度
(℃)

圧力
(MPa)

温度
(℃)

1 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

2 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

3 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T1 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T2 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

T3 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 0.78 50 0.78 50 ― S55告示
設計・建設規格

又は告示
― SA-2

評価
クラスクラス

アップ
の有無

施設時
機器

クラス

ＤＢ
クラス

ＳＡ
クラス

条件
アップ
の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件

クラスアップするか 条件アップするか

既工認に
おける

評価結果
の有無

施設時の
適用規格

評価
区分

同等性
評価区分

ＮＯ.
既設
or

新設

施設時の
技術基準
に対象と
する施設
の規定が
あるか



・適用規格の選定

ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

1 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

2 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

3 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T1 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T2 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

T3 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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K7 ① Ⅴ-3-3-3-5-1-6-1(2) R0

2.  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

1 0.78    50   508.00 9.50 SM400C W 2 100     0.70    2.82 C 3.80 

2 0.78    50   517.60 14.30 SM400C W 2 100     0.70    2.87 C 3.80 

3 0.78    50   508.00 9.50 STPT410 S 2 103     1.00  12.5 %  8.31 1.92 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。

4



3.  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T1      　　　Ａｒ （mm
2
）           1.063×10

3

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           2.911×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 0.78          　　　Ａ１ （mm
2
）           2.134×10

3

　最高使用温度 （℃） 50             　　　Ａ２ （mm
2
） 695.7           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 517.60          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 14.30          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）         

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）           

　　　ｔｒｒ （mm） 2.02          　　　ＡｒＤ （mm2） 708.9           

　　　η            1.00＊１ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）           2.911×103

　　　Ａ１Ｄ （mm2）           2.134×103

　管台材料 SM400C 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
） 695.7           

　　　Ｓｂ （MPa） 100             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
） 81.00          

　　　Ｄｏｂ （mm） 517.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　Ａ０Ｄ　≧　ＡｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって十分である。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -1.141×105

　　　ｔｂｒ （mm） 1.93          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）          　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊１：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　

　　＊２：ＬＡ及びＬＡＤは構造上取り得る範囲とした。
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　補強を要しない穴の最大径

　　設計・建設規格　PPC-3422　準用

 　   ＮＯ．            T2

  形   　 式            A

  最高使用圧力　　　　　 （MPa） 0.78          

　最高使用温度 （℃） 50             

　主管と管台の角度　　　 （°）              

　材　　料 SM400C

　許容引張応力　　 Ｓｒ （MPa） 100             

主 　外　　径　　　　 Ｄｏｒ （mm） 508.00          

　内　　径　　　　 Ｄｉｒ （mm）           

　公称厚さ　　　　 ｔｒｏ （mm） 9.50          

管 　厚さの負の許容差 Ｑｒ         

　最小厚さ　　　　 ｔｒ （mm）           

　継手効率　　　 　η            1.00
＊

管 　材　　料 SF440A

　外　　径　　　　 Ｄｏｂ （mm） 90.10          

　内　　径　　　　 Ｄｉｂ （mm）           

台 　公称厚さ　　　　 ｔｂｎ （mm） 12.10          

  穴の径　　　　　　　　 ｄ （mm）           

　ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4 （mm）           

　61，ｄｒ１　の小さい値 （mm）           

　Ｋ          

　200，ｄｒ２の小さい値 （mm）           

　補強不要な穴の最大径　 ｄｆｒ （mm）           

　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒ

　　よって管の穴の補強計算は必要ない。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，

　　　　補強計算上はηを1.00とする。　
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　  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3420　準用

 　   ＮＯ．            T3      　　　Ａｒ （mm
2
） 326.7           

  形   　 式            A 　　　Ａ０ （mm
2
）           1.603×10

3

  最高使用圧力  　　 （MPa） 0.78          　　　Ａ１ （mm
2
）           1.005×10

3

　最高使用温度 （℃） 50             　　　Ａ２ （mm
2
） 516.4           

　主管と管台の角度 　　　 （°）              　　　Ａ３ （mm2） 81.00          

　　　Ａ４ （mm2）

　主管材料 SM400C

　　　Ｓｒ （MPa） 100             　　評価：　Ａ０　＞　Ａｒ

　　　Ｄｏｒ （mm） 508.00          　　よって十分である。

　　　Ｄｉｒ （mm）           

　　　ｔｒｏ （mm） 9.50          　　　ｄｆｒＤ （mm）           

　　　Ｑｒ         　　　ＬＡＤ （mm）

　　　ｔｒ （mm）           　　　ＬＮＤ （mm）

　　　ｔｒｒ （mm） 1.98          　　　ＡｒＤ （mm2）

　　　η            1.00＊ 　　　Ａ０Ｄ （mm2）

　　　Ａ１Ｄ （mm2）

　管台材料 SF440A 　　　Ａ２Ｄ （mm
2
）

　　　Ｓｂ （MPa） 110             　　　Ａ３Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｏｂ （mm） 179.60          　　　Ａ４Ｄ （mm
2
）

　　　Ｄｉｂ （mm）           

　　　ｔｂｎ （mm） 14.30          　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒＤ

　　　Ｑｂ         　　よって大穴の補強計算は必要ない。

　　　ｔｂ （mm）           　　　Ｗ （N）          -7.001×104

　　　ｔｂｒ （mm） 0.55          　　　Ｆ１

　　　Ｆ２

　強め材材料 　　　Ｆ３

　　　Ｓｅ （MPa） 　　　ＳＷ１ （MPa）

　　　Ｄｏｅ （mm） 　　　ＳＷ２ （MPa）

　　　ｔｅ （mm） 　　　ＳＷ３ （MPa）

　　　Ｗｅ１ （N）

  穴の径　ｄ （mm）           　　　Ｗｅ２ （N）

　　　Ｋ         　　　Ｗｅ３ （N）

　　　ｄｆｒ （mm）           　　　Ｗｅ４ （N）

　　　ＬＡ （mm）           　　　Ｗｅ５ （N）

　　　ＬＮ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ１ （N）

　　　Ｌ１ （mm）           　　　Ｗｅｂｐ２ （N）

　　　Ｌ２ （mm） 　　　Ｗｅｂｐ３ （N）

　　評価：Ｗ≦0　　　　

　　よって溶接部の強度計算は必要ない。

　　以上より十分である。

注記＊：長手継手の効率ηは0.70であるが，穴と長手継手が重複しないため，補強計算上はηを1.00とする。　
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